
 

基礎 

中間検査の検査対象面積 

３F 

２F

１F

中間検査１回目 中間検査２回目 

検査対象面積 

未施工部分 

特定工程―２階の床及びこれを支持す

るはりに鉄筋を配置する工

事の工程 
対象面積―１階及び２階の床面積 

【例１ 鉄筋コンクリート造，鉄骨鉄筋コンクリート造】 

鉄筋コンクリート造（鉄骨鉄筋コンクリート

造）の３階建て建築物（各階床面積 １００

㎡）の場合 

特定工程―基礎又は地中はりの

配筋工事の工程 
対象面積―基礎の直上階の床面

積 

１００㎡ 

１００㎡ 

１００㎡ 

検査対象面積＝１００㎡ 検査対象面積＝２００㎡ 



 
 
 
 

３F 

２F

１F

中間検査１回目 中間検査２回目 

特定工程―２階の床及びこれを支持す

るはりに鉄筋を配置する工

事の工程 
対象面積―地階，１階及び２階の床面   

        積 

特定工程―基礎又は地中はりの

配筋工事の工程 
対象面積―基礎の直上階の床面

積 

【例２ 地階のある場合（鉄筋コンクリート造）】 

B１F 

基礎 

５０㎡ 

検査対象面積＝１００㎡ 検査対象面積＝２５０㎡ 

鉄筋コンクリート造の地上３階（各階

床面積 １００㎡）地下 1 階（地階床面

積 50 ㎡）建て建築物の場合 

検査対象面積 



 

２F

１F

【例３ 鉄骨造】 

鉄骨造５階建て建築物（各階

１００㎡）の場合 

特定工程―基礎又は地中はりの

配筋工事の工程 
対象面積―基礎の直上階の床面

積 

３F 

４F 

５F 

２F

１F

３F 

４F 

５F 

１回目の

建て方 

２回目の

建て方 

中間検査１回目 中間検査２回目 

１００㎡ 

１００㎡ 

１００㎡ 

１００㎡ 

１００㎡ 

検査対象面積＝１００㎡ 検査対象面積＝１００㎡ 

１００㎡ 

１００㎡ 

１００㎡ 

特定工程―基礎又は地中はりの

配筋工事の工程 
対象面積―基礎の直上階の床面

積 

特定工程―最初の床版の取り付

け工事の工程 
対象面積―設置された階（３階）の

床面積 

検査対象面積 

基礎 

２F

１F

３F 

４F 

５F 

２F

１F

３F 

４F 

５F 

中間検査１回目 中間検査２回目 

１００㎡ 

１００㎡ 

１００㎡ 

検査対象面積＝１００㎡ 検査対象面積＝１００㎡ 

１００㎡ 

２F

１F

３F 

４F 

５F 

中間検査１回目 中間検査２回目 

１００㎡ 

１００㎡ 

１００㎡ 

１００㎡ 



B１F ５０㎡ 

検査対象面積＝１００㎡ 

鉄骨造地上５階（各階床面積 １００㎡）地下

1 階（地階床面積 50 ㎡）建て建築物の場合

３F 

２F

１F

１００㎡ 

１００㎡ 

１００㎡ 

１００㎡ 

１００㎡ 

【例４ 地階のある場合（鉄骨造】 

４F 

５F 

中間検査１回目

特定工程―基礎又は地中はりの

配筋工事の工程 
対象面積―基礎の直上階の床面

積 

基礎 

中間検査２回目 

特定工程―最初の床版の取り付け工事

の工程 
対象面積―設置された階（３階）の床面

積 

１回目の

建て方 

２回目の

建て方 

検査対象面積 

検査対象面積＝１００㎡ 



 

基礎 

（第１工区） 
特定工程―第１工区の基礎又は地中は

りの配筋工事の工程 
対象面積―第１工区の基礎の直上階の

床面積 

（第２工区） 
特定工程―基礎又は地中はりの配筋工事

の工程 
対象面積―基礎の直上階の床面積 

第１ 第２ 第３ 工区 

３F 

２F

１F

【例５ 工区分けを行う場合（鉄筋コンクリート造）】 

鉄筋コンクリート造３階建て建

築物（各階１２００㎡）で，３つ

の工区（各４００㎡）に分けて

工事を行う場合 

 

12００㎡ 

（各工区４００㎡）

12００㎡ 

12００㎡ 

検査対象面積＝ 

第１工区（１回目）４００㎡

検査対象面積＝ 

第２工区（１回目）４００㎡ 

第１工区（２回目）８００㎡ 

中間検査１回目（第１工区） 中間検査１回目（第２工区） 

中間検査２回目（第１工区） 

（第１工区） 
特定工程―２階の床及びこれを支持するは

りに鉄筋を配置する工事の工程

対象面積―１階及び２階の床面積 

検査対象面積 



（第３工区） 
特定工程―基礎又は地中はりの配筋工事

の工程 
対象面積―基礎の直上階の床面積 
（第２工区） 
特定工程―２階の床及びこれを支持するは

りに鉄筋を配置する工事の工

程 
対象面積―１階及び２階の床面積 

検査対象面積＝ 

第３工区（１回目）４００㎡ 

第２工区（２回目）８００㎡ 

（第３工区） 
特定工程―２階の床及びこれを支持する

はりに鉄筋を配置する工事

の工程 
対象面積―１階及び２階の床面積 

検査対象面積＝ 

第３工区（２回目）８００㎡ 

中間検査 1 回目（第３工区） 

中間検査２回目（第２工区） 
中間検査２回目（第３工区） 



 

（第１工区） 
特定工程―基礎又は地中はりの配筋

工事の工程 
対象面積―基礎の直上階の床面積 

（第２工区） 
特定工程―基礎又は地中はりの配筋工事

の工程 
対象面積―基礎の直上階の床面積 

第１ 第２ 第３ 工区 

３F 

２F

１F

【例６ 工区分けを行う場合（鉄骨造）】 

鉄骨造５階建て建築物（各階

１２００㎡）で，３つの工区に分

けて工事を行う場合 

 

12００㎡ 

12００㎡ 

12００㎡ 

検査対象面積＝ 

第１工区（１回目）４００㎡

検査対象面積＝ 

第２工区（１回目）４００㎡ 

第１工区（２回目）４００㎡ 

中間検査１回目（第１工区） 

中間検査１回目（第２工区） 

中間検査２回目（第１工区） 

12００㎡ 

12００㎡ 

４F 

５F 

（第１工区） 
特定工程―最初の床版の取り付け工事の

工程 
対象面積―設置階（３階）の床面積 

基礎 



 

（第３工区） 
特定工程―基礎又は地中はりの配筋工事

の工程 
対象面積―基礎の直上階の床面積 

検査対象面積＝ 

第３工区（１回目）４００㎡ 

第２工区（２回目）４００㎡ 

（第３工区） 
特定工程―最初の床版の取り付け工事

の工程 
対象面積―設置階の床面積 

検査対象面積＝ 

第３工区（２回目）４００㎡ 

中間検査 1 回目（第３工区） 

中間検査２回目（第２工区） 
中間検査２回目（第３工区） 

（第２工区） 
特定工程―最初の床版の取り付け工事

の工程 
対象面積―設置階の床面積 

検査対象面積 


